2013年度事業報告書
2013年4月1日から2014年3月31日まで

NPO法人アジール舎

１.事業の成果
　・以下の法定事業と自主事業を実施した。
　・3月末の会員数88人。通信4回発行。　
２．事業別実績報告

（1）児童デイころぽっくる（法定事業）
	事業名
	具体的な事業内容
	（A）実施日

（B）実施場所

（C）従業者数
	（D）利益対象

（E）人数



	児童発達支援

ころぽっくる
	・平日午前のみに再編した。

・水・木曜日は、2グループ編成で行った。

・金曜日の午前は、個別療育日（“こころ”、“からだ”、“ことば”）とし、個別の発達ニーズに対応した療育を実施した。

・3人の常勤職員を迎えた。
（臨床心理士2人、作業療法士1人）
・臨床心理士、臨床発達心理士、言語聴覚士、作業療法士、保育士の療育指導員による専門性を活かせる療育の取り組みができるようになった。
・2012年度のような大幅な定員割れは解消された。
・“親子タイム”を設けるなど、療育目標や内容を明確にしたプログラム構成にした。
	（A）月～金曜日
（午前）

（B)ころぽっくるの家
（C）11人（非常勤・パート職員含）

	（D）幼児
（E）26人
（宇治市26人）

	放課後等デイサービス
はらっぱ
	・平日は、2グループ編成で実施。
・“学びスペシャル”、“遊びメニュータイム”を設けるなど、療育目標や内容を明確にしたプログラム構成にした。
・土曜日は、個別療育日（“こころ”、“からだ”、“ことば”）とし、個別の発達ニーズに対応した療育を実施した。

・夏休み期間には、音楽療法を取り入れた、スペシャル療育を実施した。
・小・中学校との連携ケースが大幅に増加した（29→55件）。
	（A）月～金曜日（午後）

　　土曜日（1日）

（B)ころぽっくるの家

（C）16人（非常勤・パート職員含）

	（D）就学児

（E）60人

（宇治市55人、京都市5人）

	保育所等訪問支援
子ども訪問ころぽっくる
	・ころぽっくる利用児4人の幼稚園へ直接・間接支援を実施した。
・初めて公立の幼稚園でも取り組めた。

・はらっぱ利用児1人の小学校（槇島学区）への支援が開始できた。
	（A）月～金曜日
（B) 園・学校へ訪問
（C）3人（兼務）

	（D）幼児～
（E）5人




（2）アジール心理発達相談室（自主事業））
	具体的な事業内容
	（A）実施日

（B）実施場所

（C）従業者数
	（D）利益対象

（E）人数



	・ひきこもり等で悩みを抱える家族への心理相談を実施した。

・ころぽっくるとはらっぱ利用児への発達検査を実施した（12件）。

・アジール親子塾との連携による親子支援を実施した。
	（A）火～土曜日

（B)そうだんの家
（C）2人（兼務）

	（D）幼児～
（E）17人


（3）アジール親子塾（自主事業）　　
	具体的な事業内容
	（A）実施日

（B）実施場所

（C）従業者数
	（D）利益対象

（E）人数



	・はらっぱ（放課後等デイサービス）の学習機能支援“学びスペシャル”で連携を図った。

・不登校児への学習支援に取り組んだ。

・昨年度に引き続き京都地域創造基金にエントリーした。

・心理相談室と連携を図りながら、親子への支援を実施した。
	（A）月～金曜日

（B)学びの家

（C）4人


	（D）就学児
（E）18人




　
（4）情報交流スペース　すぷりんぐ（自主事業）
　・実行委員会メンバーを中心に、以下の事業を実施した。
	
	アジールギャラリー
	講座・イベント
	備考

	4月
	4.1～5.2「絵画展Life～動く世界～」
	
	

	5月
	
	
	通信34号発行

	6月
	
	
	定例総会

	7月
	
	
	通信35号発行

	8月
	
	8.3「夏だ！ころぽっくるDEあそぼ」41人参加

	

	9月
	
	
	

	10月
	
	
	通信36号発行

	11月
	
	10.26「第4回子どもひろば＠ころぽっくるの家」102人参加
	

	12月
	
	
	

	1月
	
	
	通信37号発行

	2月
	
	
	

	3月
	
	
	文庫整理


　
